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1 三重県気候変動適応センターの紹介

一般財団法人三重県環境保全事業団

所在地 三重県津市河芸町上野3258番地

職員数 約120名

事業内容 ・科学分析事業（大気、騒音・振動等の測定、水質、土壌等
の分析、異物検査、製品検査等）

・環境コンサルティング事業（環境アセスメント、環境保全
コンサルティング、食品監査等）

・廃棄物処分事業（管理型最終処分場運営）
・三重県地球温暖化防止活動推進センター
・三重県気候変動適応センター





5

分野 対象 ヒアリング先

農林水産業 米（高温耐性品種）三重23号 三重県農業研究所、生産者

米（高温耐性品種）なついろ 三重県農業研究所

イチゴ（炭疽病に強い品種）かおり野 三重県農業研究所、JA伊勢いちご部会

茶 生産者

ミナミアオカメムシ 三重県農業研究所

乳牛 三重県畜産研究所

林業 松阪飯南森林組合

きのこ 三重県林業研究所

松枯れ（松くい虫） 三重県林業研究所

黒ノリ（高水温耐性品種）みえのあかり 三重県水産研究所、鈴鹿市漁業協同組合

養殖漁場の水温測定 三重県水産研究所

ヒアリング実績 (1/3)

2 情報収集・整理・発信
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分野 対象 ヒアリング先
農林水産業 モジャコ（ブリの稚魚） 三重県立水産高等学校

クロアワビの種苗生産 三重県立水産高等学校
水環境・水資源 水道 三重県企業庁水質管理情報センター
自然生態系 ギフチョウ 名張市立薦原小学校

ネコギギ（淡水魚） 鈴鹿高等学校 自然科学部
アカウミガメ ウミガメネットワーク三重
松名瀬干潟 三重中学校・高等学校 科学技術部
伊勢志摩地域の海の変化 三重県立水産高等学校

自然災害・沿岸域 流域治水 三重県県土整備部、農林水産部、清菅SHKクラブ
防災 みえ防災・減災センター
防災（自主防災組織） 津市自主防災協議会
防災（災害ボランティア） みえ災害ボランティア支援センター

ヒアリング実績 (2/3)

2 情報収集・整理・発信
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分野 対象 ヒアリング先

健康 暑熱による授業の中止 松阪市立天白小学校

市民プール 名張市教育委員会事務局

産業・経済活動 酒米（デンプン分析技術） 三重県工業研究所

衣服 三重県工業研究所

アミューズメントパーク、モータースポーツ 鈴鹿サーキット

観光（山、スキー場） 御在所ロープウエイ

観光（海、エコツーリズム、旅館） 海島遊民くらぶ、旅館海月

製造業（食品） 井村屋グループ

ヒアリング実績 (3/3)

2 情報収集・整理・発信
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情報の整理

■ヒアリングした内容を文章（記事）にして
研究機関等のヒアリング対象者に送付、内容の確認を依頼。

・正しい情報か

・誤解を招く表現になっていないか（もっとわかりやすい表現はないか）

・ヒアリング対象者にとって、不都合な情報が含まれていないか

■記事の公開の承諾を得た後の連絡と相談（随時）

・新しいデータの提供依頼

・記事から他の資料（リーフレット、講演資料等）を作成する際の確認

2 情報収集・整理・発信



情報発信

・ウェブサイトへの記事掲載

・冊子、リーフレットの作成

・展示用パネルの作成

・公共施設（図書館等）での

企画展示

・イベント出展

・講演
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2 情報収集・整理・発信









私たちの暮らしと
気候変動

これからどうなる
三重の海とさかな

2019年環境省委託事
業の成果をもとに、作成。

2020年、2021年環境
省委託事業の成果をもと
に、作成。
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リーフレット

2 情報収集・整理・発信
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ウェブサイト

2 情報収集・整理・発信
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海水温の変化に伴う水産物への影響予測

将来の海水温上昇による水産物への影響予測を
県水産研究所、県地球温暖化対策課とともに、
海洋研究開発機構（JAMSTEC）、国立環境研究所、三重大学等の
協力を得て実施

対象水産物：黒ノリ、真珠（アコヤガイ）、マダイ
対象期間：21世紀中頃（2041～2055年）

21世紀末（2086～2100年）

3 将来予測
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海洋研究開発機構による海水温予測データ
 ＋

三重県水産研究所が持つ三重県の養殖漁業についての
知識、魚介類と海水温との関係についての知見

＋

三重県地球温暖化対策課（及び当センター）による
過去の海水温測定データの収集

＋

国立環境研究所（気候変動適応センター）、三重大学
（気象分野、水産分野）からの指導助言

影響予測と

対応策の検討

・黒ノリ
・真珠
（アコヤガイ）
・マダイ

海水温の変化に伴う水産物への影響予測

3 将来予測
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3 将来予測
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3 将来予測
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  4 研究機関との連携

みえ気候変動影響と適応研究会

   設立の趣旨

みえ気候変動影響と適応研究会は、県内高等教育機関、研究機関の
研究者が、県内における気候変動、気候変動影響の現状と将来予測、
気候変動影響への適応策等について、情報共有する場です。

多様な分野の研究者が分野の垣根を越えて、自由に意見交換を行う
ことで、三重県における気候変動に関する様々な研究や取組が進むこ
とを目標としています。

研究会開催のお知らせ（の冒頭部分からの抜粋）



背景１ 県内の気候変動影響と適応事例のヒアリング実施（2019年～）

ヒアリングを実施する中で、三重県が設置する各研究機関との接点
が次第に拡大していった。

背景２ 気候変動による養殖水産物への影響予測事業の実施（2020年～）

水産物への影響予測事業の実施と、一般向けのリーフレット作成の
ため、水産研究所と継続的に打合せを行う中で、水産研究所との連
携体制が強化されてきた。
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みえ気候変動影響と適応研究会

   設立の背景

  4 研究機関との連携
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みえ気候変動影響と適応研究会

   設立の背景

背景３ ヒアリングと影響予測への三重大学からの助言（2019年～）

         ヒアリングの実施と、水産物への影響予測事業について、三重大
学の立花教授（気象分野）、松田教授（水産分野）から継続的に助
言を仰いだ。

背景４ 三重県内における気候変動関連情報（影響、適応策、研究内容）
が一元的に把握されることが望ましいという問題意識が、三重大学
と当センターの双方にあった。

背景５ 水産関係の事業に注力する中、当センターとして水産研究所以外
の研究機関との関係が希薄化していくという懸念があった。

  4 研究機関との連携



研究会の開催概要 1/3

日時 2022年11月15日（火） 14:00～16:00

場所 三重大学 環境・情報科学館 １階

主催 三重大学大学院 生物資源学研究科 フューチャーアース推進ユニット
三重県気候変動適応センター

参加者 42名

 三重大学（教授、研究員、大学院生、学部生）

三重県（水産研究所、農業研究所、林業研究所、
大気・水環境課、地球温暖化対策課）

 (一財)三重県環境保全事業団
※三重県気候変動適応センター職員を含む
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  4 研究機関との連携



研究会の開催概要 2/3

内容 事例発表（講演）と意見交換

〇 三重大学大学院 生物資源学研究科 教授 立花義裕
  「頻発する異常な気象と気候危機」
〇 三重大学大学院 生物資源学研究科 教授 飯島慈裕
  「最新の温暖化予測とその地域的な影響」
〇 三重県水産研究所鈴鹿水産研究室 主査研究員 岩出将英
  「環境変化に適応したノリ養殖技術の開発」
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  4 研究機関との連携



研究会の開催概要 3/3

開催後の事務局（三重県気候変動適応センター）としての感想

◆良かった点

・農業研究所、林業研究所等、事例発表のあった水産分野以外の研究機関
から参加があった。

・意見交換では、予定時間を大幅に超えて、活発な議論が行われた。
・当初、参加を想定していなかった学部生が多数参加してくれた。

気候変動に対する学部生の関心の高さが伺われた。

◆今後の課題

・研究者相互の意見交換の場をどのように
確保していくか。
研究者のネットワークをどのように確立
していくか。
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  4 研究機関との連携



研究会の今後の予定

次回開催に向けて準備中

時 期 2024年初め（1月を目標に調整中）

内 容 農業分野（米の高温耐性品種の開発等） 三重県農業研究所
 気象分野（夏の高温） 三重大学
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  4 研究機関との連携



三重県気候変動適応センターの5年間の活動を通じての

気づきと課題

■気候変動の影響と適応は、分野ごとに情報量に偏りがある

→ 情報量の少ない分野を中心に幅広い分野の情報を集める

■若年層への情報発信が出来ていない

→ 講演会の参加者は高齢者が中心
パネル展示を見てくれるのも（高齢者だけではないが）大人が中心
イベントで「適応」を説明するのは難易度が高い
学校の授業に入り込むのも難しい

では、どうすれば情報は届くのか
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 5 活動の中での気づきと課題



■地域の身近な「影響」と「適応」の事例は、情報の受け手の心に響く
ただし、「適応」事例（特に優れた適応事例）を列挙すると、
反発する受け手が一定数いる

・気候変動は危機的な状況なのに、適応できると安心させてどうするのか
・いますぐ必要なのは緩和なのに、なぜ適応を勧めるのか
・もう緩和はあきらめたのか

   

 
→ 「影響」と「適応」と「緩和」 ３つをセットで伝える
    「適応」の必要性と限界、根本的な解決のための「緩和」の

必要性をセットで伝える

27

 5 活動の中での気づきと課題




